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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 35,581 13.5 594 ― △360 ― △577 ―
22年3月期第2四半期 31,362 △33.5 △887 ― △1,170 ― △1,424 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △8.31 ―
22年3月期第2四半期 △20.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 73,627 28,303 34.3 363.44
22年3月期 72,885 29,749 36.4 381.98

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  25,256百万円 22年3月期  26,546百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 3.00
23年3月期 

（予想）
― 3.00 6.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 73,000 14.8 1,900 729.7 700 ― 200 ― 2.88



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］ Ｐ．３ 「２．その他の情報」 をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 75,067,736株 22年3月期  75,067,736株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  5,575,263株 22年3月期  5,571,364株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 69,496,220株 22年3月期2Q 69,506,606株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出の増加による生産増を背景に企業収益が改善され、また

設備投資も下げ止まり、回復傾向となりました。これに伴い、雇用及び所得環境は引き続き厳しい状況にあるもの

の、個人消費は増加基調で推移するなど、景気は全般的に回復しております。しかしながら、このところの円高進

行により輸出が勢いを失い、やや景気回復のペースが鈍化しており警戒感が高まっております。   

一方、世界経済全体では、景気刺激策などの効果もあり景気は緩やかながら回復しております。しかしながら好

調に推移していた中国では経済成長がやや緩やかになり、米国や欧州では失業率が高止まりし依然として深刻な状

況にあるなど、先行きが不透明で予断を許さない環境となっております。 

このような経済情勢の中、当社グループを取り巻く市場環境といたしましては、電子部品関連と電子化学材料関

連ではアジア地域などにおけるデジタル機器関連の需要増加、エコカー関連の堅調な推移、産業機械関連における

アジア地域への輸出増加等を背景に回復しております。しかしながら、放送設備関連、自動販売機関連、アミュー

ズメント関連などの一部の設備産業分野では最悪期は脱したものの需要の回復には至っておりません。また、銅、

鉄、錫などの素材価格の高騰、中国エリア等における労務費の上昇などによる原価の上昇も続いております。さら

に為替相場の急激な円高進行もあり、引き続き厳しい市場環境が継続しております。 

このような市場環境のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の状況といたしまして、売上高は需要の

増加を背景に355億8千1百万円（前年同四半期比13.5%増）となりました。利益面におきましては、昨年度から実施

した構造改革の成果が表れ、かつＶＡ活動や生産性向上へ向けた取り組みなども行った結果、営業利益は5億9千4

百万円（前年同四半期は8億8千7百万円の営業損失）と黒字になりましたが、営業外費用において急激な為替変動

による為替差損が7億円発生し、経常損失は3億6千万円（前年同四半期は11億7千万円の経常損失）となり、四半期

純損失は5億7千7百万円（前年同四半期は14億2千4百万円の四半期純損失）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期末の総資産は、前期末比7億4千2百万円増の736億2千7百万円となりました。これは主に、現金及び

預金が26億6千1百万円減少し、受取手形及び売掛金が13億8千1百万円、棚卸資産が26億7千3百万円、のれんが5億6

千3百万円それぞれ増加したことなどによります。  

当第２四半期末の負債合計は、前期末比21億8千8百万円増の453億2千4百万円となりました。これは主に、支払

手形及び買掛金が24億8千6百万円増加したことなどによります。 

当第２四半期末の純資産合計は、前期末比14億4千5百万円減の283億3百万円となりました。これは主に、四半

期純損失5億7千7百万円による減少、配当金の支払2億8百万円による減少などによります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年10月27日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

③経過勘定項目の算定方法 

 固定費的な要素が大きく予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法（予算に基づく見積

り）による概算額で計上する方法によっております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。  

 繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測を利用する方

法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた

場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、損益に与える影響は軽微であります。 

２．企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

３．在外連結子会社の収益及び費用の換算方法の変更 

 在外連結子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第１四半

期連結会計期間より期首から累計した期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。  

 この変更は、当連結会計年度において英国ROMARSH社の買収を行う等、海外事業展開が進む中で在外連結子会社

の重要性が今後さらに増すと考えられ、また、世界的な金融危機以降、為替の変動幅が大きくなってきていること

から、一時的な為替相場の変動による期間損益に与える影響を排除し、連結会計年度を通じて発生する在外連結子

会社の収益及び費用の各項目をより実態に即して連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。 

 これにより、売上高は552百万円、営業利益は19百万円それぞれ増加し、経常損失及び税金等調整前四半期純損

失はそれぞれ19百万円減少しております。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,568 22,230

受取手形及び売掛金 19,286 17,905

商品及び製品 3,674 2,886

仕掛品 1,975 1,246

原材料及び貯蔵品 5,449 4,292

繰延税金資産 517 530

その他 1,830 2,212

貸倒引当金 △229 △248

流動資産合計 52,073 51,055

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,904 14,999

減価償却累計額 △9,478 △9,304

建物及び構築物（純額） 5,426 5,695

機械装置及び運搬具 13,403 13,361

減価償却累計額 △10,493 △10,285

機械装置及び運搬具（純額） 2,910 3,076

工具、器具及び備品 8,132 8,062

減価償却累計額 △7,157 △7,073

工具、器具及び備品（純額） 975 988

土地 6,269 6,289

リース資産 1,491 1,442

減価償却累計額 △529 △383

リース資産（純額） 962 1,058

建設仮勘定 22 10

有形固定資産合計 16,565 17,118

無形固定資産   

のれん 669 105

リース資産 328 280

その他 654 700

無形固定資産合計 1,652 1,086

投資その他の資産   

投資有価証券 1,618 2,057

繰延税金資産 767 494

その他 1,372 1,482

貸倒引当金 △422 △409

投資その他の資産合計 3,335 3,623

固定資産合計 21,554 21,829

資産合計 73,627 72,885
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,174 10,687

短期借入金 2,857 2,685

1年内返済予定の長期借入金 7,166 4,302

リース債務 355 320

未払法人税等 274 286

賞与引当金 996 835

その他の引当金 15 29

その他 2,944 3,284

流動負債合計 27,784 22,433

固定負債   

長期借入金 13,781 16,721

リース債務 1,144 1,200

退職給付引当金 2,057 2,122

その他 556 658

固定負債合計 17,539 20,702

負債合計 45,324 43,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,829 11,829

資本剰余金 15,337 15,337

利益剰余金 3,342 4,162

自己株式 △2,364 △2,364

株主資本合計 28,145 28,965

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △313 △125

繰延ヘッジ損益 △192 △89

為替換算調整勘定 △2,382 △2,203

評価・換算差額等合計 △2,888 △2,418

新株予約権 79 70

少数株主持分 2,967 3,132

純資産合計 28,303 29,749

負債純資産合計 73,627 72,885
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 31,362 35,581

売上原価 24,407 26,489

売上総利益 6,954 9,092

販売費及び一般管理費 7,842 8,497

営業利益又は営業損失（△） △887 594

営業外収益   

受取利息 13 11

受取配当金 26 17

作業くず売却益 － 58

その他 84 58

営業外収益合計 124 147

営業外費用   

支払利息 252 235

為替差損 95 700

その他 59 165

営業外費用合計 407 1,102

経常損失（△） △1,170 △360

特別利益   

固定資産売却益 21 3

特別利益合計 21 3

特別損失   

固定資産除売却損 22 12

たな卸資産処分損 67 －

投資有価証券評価損 5 95

減損損失 139 －

特別退職金 96 －

その他 28 －

特別損失合計 360 107

税金等調整前四半期純損失（△） △1,508 △464

法人税、住民税及び事業税 93 259

法人税等調整額 39 △39

法人税等合計 132 220

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △685

少数株主損失（△） △217 △107

四半期純損失（△） △1,424 △577
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 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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